
Ⅰ．はじめに

　先にオビスギの品種と暗色枝枯病発生数の関係について報告し

た（2）。今回，他地域の品種も植栽した当センター内のスギ品

種見本林において，暗色枝枯病発生数の調査を行った。また，後

生枝は暗色枝枯病菌の侵入門戸となることを報告（4）したが，

それならば後生枝が多い品種ほど暗色枝枯病に感染しやすいので

はないかと考え，後生枝の数と本病発生数との関係について検討

を行った。

　スギの後生枝については，近年長伐期施業との関係から注目さ

れており，後生枝の発生は施業との関係が深いことが知られてい

る（6）が，それ以外の点についてはあまり調査例がない。そこ

で，品種と後生枝数の関係についても調査を行った。

Ⅱ．材料と方法

　調査林分は宮崎県林業技術センター（宮崎県東臼杵郡西郷村）

内の品種見本林で，植栽は１９９２年，調査時（２００１年）の林齢は１０

年生である。樹高は品種によって異なるが８～１０m，胸高直径は

１２～２０cmである。北西向きの緩傾斜地で，やや凸型の地形と

なっており，３８品種が１区画に５本ずつ植栽されている。２００１年

４月に各品種１本を間伐し，残存木について暗色枝枯病発生数の

調査を，３品種の間伐木で後生枝の調査を実施した。

　１．品種と暗色枝枯病の発生数調査

　各品種４本の立木について，樹幹のほぼ３m以下に形成され

た本病発生の痕跡（枝を中心とした紡錘形の溝，あるいはその巻

込跡）を数えて比較した。

　土壌調査は林内２点で行い，土壌硬度の測定には山中式硬度計

を用い，層構造が見られなかったことから，深さ１０cm，３０cm，

６０cmの位置で５点を測定した。

　２．３品種の暗色枝枯病と後生枝の発生数調査

　間伐木からヤナセスギ・ウラセバル・サンブスギ各１本を選び，

一次枝について暗色枝枯病の発生数と後生枝に関する調査を行っ

た。ヤナセスギは全幹（０～７５０cm），ウラセバルでは樹高１００～

４３０cm，サンブスギでは１５０～６００cmの間の樹幹を，厚さ１０cmの

円板に切断した。樹皮を剥がして木部を露出させ，一次枝ごとに

それぞれの枝基部周辺の後生枝数を数え，その皮なし直径を測定

した。枝基部周辺とは，枝周辺の樹幹で枝の中心から半径３ cm

程度の円内にあるもの，枝上にある後生枝は基部から５mm程度

の範囲をいうこととした（図－１）。また，一次枝，後生枝とも

暗色枝枯病の発生数について調査した。すでに被害部が樹幹内部

に巻き込まれてしまった枝は割り出して調べた。調査の間に，後

生枝の中に不定枝と考えられる枝が含まれていることが分かった

が，外観によっては区別ができなかったため，すべて後生枝とし

て数えた。

Ⅲ．調査結果

　１．品種と暗色枝枯病の発生数

　暗色枝枯病の発生数調査の結果を３８の品種について，被害痕が

多かった順に並べて図－２に示した。福岡県八女地方のシチゾウ

と高知県のヤナセスギで圧倒的に被害が多く，これに次いで被害
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が多かった品種はヒダリマキ・クモトオシ・チリメンドサであっ

た。

　土壌調査の結果から土性はいずれも微砂質壌土，水質状態はい

ずれの深さも乾で，構造は壁状，石礫は含まれていなかった。山

中式土壌硬度計による測定結果は，深さ１０，３０，６０cmのいずれ

の部位でも２０mm前後を示したが，部分的に柔らかいところもあ

り，そのような場所は１３～１９mmの範囲であった。根茎は多くは

ないものの６０cm付近まで見られた。この結果は林内２点ともほ

ぼ同様であった。

　２．３品種の暗色枝枯病と後生枝の発生数調査

　ヤナセスギ，サンブスギ，ウラセバルの３品種について，暗色

枝枯病と後生枝の発生数に関する調査を行った結果を表－１に示

した。一次枝の暗色枝枯病発生数を見ると，ヤナセスギで感染枝

が多く，全枝２０４本のうちの１９本（９．３％）に被害痕が見られた。

サンブスギとウラセバルでは，それぞれ１２８本に対して２本

（１．６％），９９本に対して３本（３．０％）と少なかった。

　後生枝の発生数は一次枝１本当たりの発生数で比較した。暗色

枝枯病感染率が高かったヤナセスギでは，ごく細い後生枝（剥皮

した状態で直径がほとんど１mm以下）が０．５８本であった。これ

に対して感染率が低かったサンブスギとウラセバルでは一次枝１

本あたり０．２３本と２．５１本で，対照的な結果であった。ウラセバル

では比較的太い後生枝（２～４mm）が多かったが，サンブスギ

では細いものが主であった。

　以上の結果から，暗色枝枯病発生数と後生枝の数との間には，

一定の関係は認められなかった。

　後生枝の発生状況調査の結果を図－３，４，５に示した。全幹の

枝について調査ができたヤナセスギは，樹幹全体の一次枝数は

２０４本であった。そのうち約３１％にあたる６３本の一次枝に後生枝

の発生が見られた（表－１，写真－１）。後生枝の発生は樹幹の

色々な部分で見られたが，梢端（７．５m）部から樹高６．５m部分ま

での３１本の一次枝についてはまったく見られなかった（図－３）。

このことは１０年生前後のスギの年間の樹高成長量からみて，一次

枝が発生してから１～２年後に後生枝が発生することを示唆して

いる。後生枝が発生する一次枝の着生高と後生枝の発生数の間に

は，梢頭部に後生枝が見られないこと以外には，一定の傾向は認

められなかった。ウラセバルとサンブスギは全幹を調査すること

はできなかったが，ヤナセスギと同様に一定の傾向は認められな

かった。

　後生枝の発生は一次枝１本につきウラセバルでは最高８本，ヤ

ナセスギでは６本という例があった。ヤナセスギとウラセバルに

ついて，一次枝の枝基部の皮なし直径と後生枝発生の有無を図－

４に示した。ヤナセスギでは１０mm前後の枝が多く，ウラセバル

では１４～１８mmのものが多かった。両品種とも，いずれの直径に

おいても後生枝の発生が見られ，特に大きいものに多いという傾

向は認められなかった。

　次に後生枝の数が多かったウラセバルについて，一次枝の基部

直径と，一次枝１本あたりの後生枝の発生数について検討した

（図－５）。基部直径が１０mm以下の小さな枝では後生枝の発生は

少なく，１２mm以上，２０mm以下の枝では一次枝１本につき４本

前後の発生が認められた。

　後生枝の多くは髄が一次枝の髄と連絡していた（写真－２）が，

今回の調査中に，髄とのつながりがない後生枝（写真－３）がし

ばしば見られ，不定枝ではないかと考えられた。これらの枝は見

るからに弱々しく，枝基部の皮なし直径で１mm程度のものが多

く，それ以上の直径になったものは見られなかった。

Ⅳ．考　察

　１．品種と暗色枝枯病の発生数

　宮崎県内に植栽されているヤナセスギでは，いずれの林分でも

暗色枝枯病の被害が見られるが，概して県南部の林分ほど激害で

ある。これは県南部が降水量・日照時間ともに多く，乾湿の差が

激しいためスギが水ストレスを受けやすい立地条件にあり，これ

に加えて日南層群や宮崎層群などの乾燥しやすい土壌からなる地

域であるためと考えられる（5）。

　オビスギ見本林での調査はたびたび行ってきたが，ヒダリマキ

の感受性がいずれの林分でも最も高く，それ以下は場所によって

異なっており，北郷町秋切谷ではクロ，ミゾロギが，北郷町黒荷

田ではハアラ，トサアカ，チリメンドサがこれに次いだ。

　現在各地で造林されているオビスギの品種では暗色枝枯病の極

端な発生は少なく，感受性の点で上位にある品種はあまり植栽さ

れていない。これはオビスギの長い歴史のなかで経験的に，他の

形質も含めて暗色枝枯病感受性の品種は淘汰されてきた結果と考

えられる。オビスギであればどの品種でも暗色枝枯病に感染する

可能性があり，それがひどくなるか否かは立地条件によるところ

が大きい。

　今回調査を行った林分は以前クリ園であった場所を造成したも

ので，土壌表面から粘土が見えている場所もあった。小さな凸型

地形で，雨が少ない状態が続くと極端に乾燥する場所である。通

常，暗色枝枯病は石礫を多く含み，通気性や排水性に富んだ土壌

の場所で多く見られ，粘土が主体の場所での調査事例は少ない。

このような場所では水ストレスの発生とともに，空気の流通が少

ないことによるストレスの発生も考えられる。調査林分周辺では

硬い粘土層に植栽された広葉樹の枯損が相次いだため，土壌改良

を行って通気性の改善に努めた結果，枯損は激減したという事例

がある。スギについても土壌の通気性が小さければ，酸素不足に

よるストレスが発生すると考えられる。

　２．３品種の暗色枝枯病と後生枝の発生数調査

 えびの市での調査で，後生枝から発生した本病の割合が高い場

合があることを報告した（4）。その後の調査でも，発生数の半

数近くは後生枝が侵入門戸という事例もあった（讃井未発表）。

また，過去に調査したヤナセスギに後生枝が極端に多いものがあ

り，ヤナセスギの林分では激害地がしばしば見られることから，

暗色枝枯病の発生は後生枝の多少で左右されるのかも知れないと

考えた。しかし，後生枝が多いウラセバルで本病の発生が少なく，

後生枝が少ないヤナセスギで本病の発生が多かった。このことか

ら，後生枝が本病の侵入門戸となっているのは過去の調査結果

（4）から明らかであるが，スギ品種の後生枝発生の多少と本病

の感受性の高低とは無関係であることが分かった。

　これまで，スギの後生枝のなかに不定枝があるという報告は見

あたらない。不定枝は枝基部付近から発生する枝で，通常の後生

枝であればその髄は枝あるいは樹幹の髄につながっているが，不
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定枝の場合はこのつながりは認められないとされている（1）。

斎藤（3）はカラマツに不定枝が存在し，通常の定芽と同様に肥

大成長をするものがあると述べている。今回の調査では肥大成長

をした不定枝は観察されなかった。２～３mmくらいしかないよ

うな細い一次枝でも，髄との連絡がないものは見られないことか

ら，これらの不定枝は早い段階で枯死するものと考えられる。ま

た，後生枝のうちどのくらいが不定枝であるのかという比率や，

解剖学的な観察は行っていないので，今後この点についても検討

の必要がある。
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図－２．３８品種の暗色枝枯病発生数

表－１．品種毎の枝調査の概要

後　生　枝暗色枝枯病感染枝

品 種 一次枝１本あたり発生総数発生率発生一次枝数被害率感染枝数調査一次枝数

本本％本％本本

０.５８１１９３０.９６３９.３１９２０４ ヤナセスギ

０.２３２９１８.８２４１.６２１２８ サンブスギ

２.５１２４８２.７７２３.０３９９ ウラセバル



（２００３年１月６日　受理）
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図－４．一次枝の基部直径と後生枝発生の有無

図－１．枝基部の模式図

図－３．樹高と一次枝の数および後生
枝発生の有無（ヤナセスギ）

写真－１．後生枝が多いヤナセスギの樹幹
　　　　　（緑枝はすべて後生枝）

写真－３．ヤナセスギの不定枝と考えられる後生枝
　　　　　（矢印；髄との連絡がない）

図－５．一次枝の直径と枝１本あたり後生枝数（ウラセバル）

写真－２．オビスギ一次枝の後生枝
　　　　　　　（矢印；髄が連絡している）


